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は じ め に

新型コロナウイルス感染症（以下，COVID-19）の
影響により，我々は対面で作業療法を提供することが
難しい状況に陥った．現在の状況が収束したとしても，
COVID-19 の第二波，第三波がくる可能性も予測さ
れることや，別のウイルスによるパンデミックが起こ
る可能性も否定できない．このような状況において，
我々は作業療法の提供方法について検討する必要があ
り，その一手段に遠隔作業療法があげられる．

世界作業療法士連盟（以下，WFOT）は，2014 年
に「テレヘルス（Telehealth）」について声明文 1）を

出した．テレヘルスとは，提供者とクライエントが異
なる物理的場所にいる時に，健康関連サービスの提供
のために情報通信技術（ICT）を活用することである．
WFOT が，テレヘルスは作業療法のための適切なサー
ビスモデルとなりえることや，作業療法サービスへの
アクセスを改善する可能性があることに言及している．

これらの背景より，我々は COVID-19 感染防止対
策の影響によって，放課後等デイサービスに通えなく
なった読み書きが苦手な小学生に対して，Cognitive 
Orientation to daily Occupational Performance（以
下，CO-OP）を基盤とした遠隔作業療法を実践した．
CO-OP を介入の基盤モデルとした背景には 3 つの理
由がある．1 つ目に読み書きスキル習得に対する
CO-OP の効果がいくつか実証されていること2～4），2
つ目に集団介入でもスキル習得（書字スキル含む）が
可能であること5，6），3 つ目に成人頭部外傷者ではある
が CO-OP を用いた遠隔作業療法の報告 7）があり，子
どもへの適用を試みる価値があると判断したことで
ある．

そこで本実践報告の目的は，我々のアイデアおよび
実践経験を報告することにより，今後も起こりうるパ
ンデミック等への対応の一助とすることである．
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分析する．本実践でも，オンライン介入で OTR が子
どもの遂行を観察する際に用いた．
（3）認知戦略の使用：クライエントが，問題解決の

枠組み Goal（目標）-Plan（計画）-Do（実行）-Check
（確認）であるグローバルストラテジー（Global 
Strategy；以下，GS）と，Plan（計画）フェーズで
発見した具体的なストラテジーである領域特異的スト
ラテジー（Domain Specific Strategy；以下，DSS）
の 2 種類の認知戦略を使用する．本実践では，オンラ
イン介入で子どもと保護者に GS を教え，それを用い
て DSS を発見する機会を提供した．
（4）ガイドされた発見：OTR は，4 つの要素（一

度に 1 つ，教えずに尋ねる，調整せずコーチする，分
かりやすく）を用いて，子ども自身で DSS を発見で
きるようにガイドする．本実践では，OTR がこれら
の要素を用いると同時に，保護者にこれらの要素を用
いるよう促した．
（5）可能化の原理：OTR は，4 つの要素（楽しく，

学習の促進，自立に向けて取り組む，般化と転移を促
進する）を用いて，作業の可能化を実現する．本実践
では，般化を促すために普段の読み書き場面でも発見
した DSS を使用すること，転移を促すためにホーム
ワークで読み書き以外の課題のスキル習得にチャレン
ジするよう促した．
（6）保護者の参加：保護者にできるだけ多くCO-OP

セッションを観察および参加してもらい，CO-OP の
コンセプトを理解してもらう．また，子どもが練習し
ている場面に保護者らに関わってもらうことによって，
スキルの般化・転移がより強化される．
（7）介入の形態：準備（目標設定，ベースライン評

価，GS を教える），獲得（GS を使用して DSS を発見
し，それを用いて練習する），再評価（目標や遂行の
質の変化の確認）の 3 つのフェーズで介入の形態を構
成する．介入の形態は実践文脈によって調整すること
が認められており，本実践では 2 つの介入形態を設定
した（図 1）．1 つは，オンライン上で OTR が子ども
および保護者とやり取りするオンライン介入である．
もう 1 つは，CO-OP の要素をまとめた動画コンテン
ツを作成し Web 上で視聴可能とすることにより保護
者が復習できる機会を提供した．

その他に，CO-OP には観察評価として Perfor-
mance Quality Rating Scale（以下，PQRS）が組み
込まれている．しかし，直接観察に比べ，画面を通し
て作業遂行を観察することは「解像度・視野・即時性」

方 法

1．対象
COVID-19 感染防止対策の影響によって放課後等

デイサービスに通えなくなった，読み書きが苦手な小
学 生 19 名（1 年 生 1 名，2 年 生 5 名，3 年 生 4 名，
4 年生 5 名，5 年生 2 名，6 年生 2 名）を対象とした．
この 19 名のうち，7 名は支援学級に在籍し，他 12 名
は通常学級に在籍していた．なお，対象となったすべ
ての児童は同一の放課後等デイサービスを利用してお
り，所属の作業療法士（以下，OTR）の事前評価（読
み書きフローチャート）8，9）において，読み書きに課題
があると判定されていた．なお，倫理的事項として，
保護者に対して書面を用いてインフォームドコンセン
トを得た．

2．実践の概要
1）実践の経緯とねらい
本実践が行われた放課後等デイサービスでは，2020

年度 4 月から読み書きに特化した支援を実施する予定
であった．そのため，支援の準備として読み書き評価
を 実 施 す る と こ ろ ま で 進 め て い た．し か し，
COVID-19 の影響により，一度も支援を行えないま
ま直接介入ができない状況に陥った．我々は，この状
況においても支援を開始するために「遠隔作業療法」
の実施に踏み切り，さらに効果的な支援とするために

「CO-OP」を用いた．
2）CO-OPの概要
CO-OP とはクライエント中心の遂行を基盤とした

問題解決アプローチである10）．CO-OP には 7 つの特
徴があり，5 つの特徴（下記 1～5）は必ず用いなけれ
ばならない．本実践で用いた特徴を踏まえて CO-OP
を紹介する．なお，実践者のうち 1 名は，Interna-
tional Cognitive Approaches Network（ICAN）か
ら CO-OP セラピストの認定を受けている．
（1）クライエントが選んだ目標：子ども（または子

どもと保護者）から目標を導き出す．子どもが主体的
に目標選定プロセスに参加することにより，子どもの
モチベーションを生み出す．本実践では，事前に読み
書きにチャレンジしたい意志を確認した．また，読み
書き以外で挑戦したい課題を聴取し，ホームプログラ
ムで実施した．
（2）ダイナミック遂行分析：遂行は人 - 作業 - 環境

の相互交流の結果と捉え，その枠組みによって遂行を
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介入を実施した．緊急事態宣言発令期間を限定とした
実践であったため，各グループ計 2 回ずつの実施であっ
た．介入中は，プレゼンテーションソフト（Keynote）
で作成したスライドを用いながら進行した（図 2）．
子どものビデオは終始 ON にしてもらい，読み書き
の場面が映し出されるようにした．また，実施者側の
Zoom は基本ギャラリービューに設定し，各子どもの
様子観察ができるようにした．メンバーは，ファシリ
テーター役として OTR 1 名，サブファシリテーター・
書記役として OTR 1 名，準備体操デモンストレーショ
ン役として指導員 1 名，子どもの様子観察・記録役と

の面で劣るため，集団でのオンライン介入では PQRS
の実施を断念した．そのため，本実践の評価は，オン
ライン介入時に観察される子どもの反応や，オンライ
ン介入後の電話インタビュー時に保護者から報告され
た子どもの様子や感想を基本とした．また，以下に実
践の詳細（オンライン介入・動画コンテンツ）を説明
する．
3）オンライン介入
本実践は，1 回 90 分／2 週間に 1 回の頻度で実施し

た．一度に最大 5 名の子ども（保護者同席）と Web
会議システム（以下，Zoom）で接続し，オンライン

図 1　本実践の枠組み
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×を身体で表す）を使用し，スムーズに進行する協力
を得た．

③子どもたちが発見したすべての DSS に対して，
全員が実際の拍手で称賛することとした．

その他に，オンラインの性質から机上課題が多いた
め，介入中に体を動かす機会（準備体操）を取り入れ
た．体操の内容は，鹿野ら11）のプログラムからいくつ
か選択し提供した．
（2）介入
① CO-OP について（保護者への説明）：集団で

CO-OP を行う場合，保護者の立ち位置を明確にする
ことの重要性が報告されている6）．そのため，介入開
始から 30 分間は保護者に CO-OP を説明する時間を
設けた（直接の説明は初回のみで，以後は動画視聴に
移行した）．特に強調して伝えた CO-OP の特徴は，
認知戦略の使用（GS を使用することと，子どもが発
見した DSS を大切にすること）と，ガイドされた発
見（教えないことを徹底し，子どもが DSS を発見で
きるように質問する）であった．実際に，保護者自身

して指導員 1～2 名の計 4～5 名で実施された．1 回の
介入の具体的な流れを下記に記す．
（1）準備
本実践では，Zoom を使用しオンライン介入を実施

した．そのため，介入開始前の準備として，保護者に
会議 URL をメールで送信し，事前にログイン状況を
確認した．その他に，事前に読み書きに関する課題プ
リント（学年相当の 400 字程度の文章）を郵送した．

オンライン介入を使用するに当たり，いくつか運用
上のルールを定めた．

①個人情報保護の観点から，各子どもにニックネー
ムを決めてもらい，オンライン介入中はニックネーム
で呼び合うこととした．

②ミュート機能を活用し，集団介入による混雑を軽
減した．基本設定はミュートであるが，発表・発言す
る際は個別にミュートを解除し，体操時は全員のミュー
トを解除することでメリハリをつけた（必要に応じて
OTR が設定を切り替えた）．加えて，ジェスチャー

（例：理解した時は◯，聞こえない・分からない時は

図 2　オンライン介入に使用したスライドの例
①当日の流れの提示，②取り組む課題を明確化，③保護者に対して問題解決スキルの重要性を説明，④問題解決の枠組
みを紹介，⑤教えずに尋ねることを依頼，⑥読み課題のPlan の選択肢，⑦適宜CO-OPコンセプトをリマインド，⑧
書き課題での課題提示，⑨宿題の説明
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CO-OP を一般向けにした内容である．

結 果

オンライン介入時に観察された子どもの反応や保護
者の対応と，オンライン介入後に実施した電話インタ
ビュー時に保護者から報告された子どもの様子や感想
を，いくつか紹介する．

オンライン介入時に観察された子どもたちの反応は，
「準備体操，読み書きの課題に対して，注意が逸れる
ことなく最後まで取り組む様子」，「特に漢字を習得す
る課題において，子どもたちは主体的に自身で考えた
DSS を発表する様子」，「オンライン介入終了後，オ
ンラインで学んだ読み方の工夫を自ら用いて学校教科
課題に取り組んでいる様子」が見られた．また，オン
ライン介入時の保護者の対応として，「OTR の説明を
保護者が子どもに代弁する様子」，「ガイドされた発見
の特徴を加味した関わりの様子」等が見られた．

保護者への電話インタビューからは，「COVID-19
感染予防により外出すらできない状況下においても，
療育を受けられることに安心感があった」，「文章の読
みに関する工夫を行うと，実際に読みやすくなって驚
いた．学校の課題でも使っていこうと思う」，「自宅で
行っているためか，集中力が続かない様子が見られた」，

「課題の内容が難しく，できない部分があった」とい
う報告があった．

最後に，実践者の本実践に対する意見を述べる．主
要な結果は，オンライン介入であっても今回参加した
すべての子どもが DSS を発見することができ，それ
を用いて読みやすくなったこと，漢字を覚えることも
可能となった．保護者の報告から把握している範囲に
おいては，19 名中 5 名（主に高学年）がオンライン
介入で発見した読み書きの DSS を，学校が再開した
後も使用し続けていることを確認している．典型的な
CO-OP は GS 等を説明する際に視覚的手がかりを用
いることは必須ではない．しかし，オンライン介入で
はスライドを用いてコンセプト（GS や DSS 等）を説
明し，実践を進行したので，副次的な結果として，子
どもの理解がスムーズであった．また，保護者に対す
る CO-OP の説明やそれを用いて保護者が子どもに関
わる時間を設けたことで，保護者の関与が高かった．

考 察

本実践報告は，読み書きが苦手な子どもに対する
CO-OP を基盤とした遠隔作業療法をまとめたもので

で難しい漢字（例：薔薇）を，DSS を発見しながら
覚えることを体験してもらい，さらには保護者同士で
DSS を共有した．そのことより，保護者同士で DSS
が異なることを実感してもらった．

②いろんな作戦で文字を読もう：子どもが CO-OP
自体に馴れることと，自身に合った DSS を見つける
経験をするために，音読することから開始した．一定
の緊張感がある中で，最初から DSS を見つけ出すこ
とはせず，いくつか DSS の選択肢を，スライドを用
いて提示した．DSS の選択肢すべてを実際に試して
みて，最も自身に合った DSS を発見・発表し合った．
なお DSS の選択肢は，「立って読む，正座で読む，歩
きながら読む」といった人の要素や，「文にマーカー
や線を引く，定規を使用して読む」といった環境の要
素に関連する DSS を提示した．

③いろんな作戦で漢字を書こう：子どもの学年レベ
ルに相当する漢字をいくつか提示し，その中から子ど
もが選んだ漢字を書く，および覚えることに取り組ん
だ．その際，保護者には子どもが DSS を発見するた
めに，質問で導くことを依頼した．例えば，この漢字
は何に見える？（事実），何に似ている？（比喩），等
が質問の例としてあげられる．また，保護者だけで上
手く導けない場合は OTR に合図を出してもらい，一
緒に作戦会議（OTR が質問で DSS の発見を導く）を
した．発見した DSS は他の子どもに紹介し合う機会
も作り，それぞれ発見した DSS を称賛し合った．

④やりたいことを決めよう：読み書きを通して
CO-OP 自体を体験した上で，読み書き以外の作業を
決める時間を設けた．その理由として，次回までに読
み書き以外の作業を CO-OP を用いて練習する，とい
うホームワークを提供するためである．子どもたちか
ら報告されたさまざまな作業を例示すると，キャッチ
ボール，ピアノ，縄跳び，ダンボール工作，バスケッ
トボール等があった．ホームワークの成果確認として，
遂行度・満足度（1～10 点）と，発見した DSS を次
回のセッションで報告することを約束した．
（3）フォローアップ
オンライン介入終了 1 時間以内に，電話で保護者に

インタビューを実施した．インタビューの内容は，オ
ンライン介入の感想や子どもの様子等である．
4）動画コンテンツ
オンライ介入以外の時間において，保護者（および

子ども）に CO-OP の復習機会を提供するために，
4 本の動画コンテンツ12～15）を作成した．内容は，
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ると考える．なお課題難易度に関しては，今回は集団
介入であり，進行に応じて全員が同じ課題（読み書き）
を実施することが影響したと考えられる．集団
CO-OP 介入は，共通の関心事を持つ同年代の子ども
が同じ目標に向かって活動することで，帰属意識がう
まれると報告がある5）．そのため，本実践では子ども
同士で会う機会が剥奪された状況において，読み書き
スキル以外の影響も期待し集団介入を実施した．ただ
し課題も含め，より個別に介入する必要がある子ども
がいたことは事実であり，介入の適用についても今後
検証が必要であると考える．

限界と課題

今回遠隔作業療法を実施し，多くのメリットを感じ
ることができた．しかし，いくつか限界点や改善が必
要な部分もあり，以下にまとめる．

1 つ目は，「机上課題しか取り扱えない」点である．
画面上で，子どもとインタラクションしなければいけ
ないため，当然画面に収まる範囲での課題を行うとい
う制約が生じる．ただ，この点に関して我々は，オン
ライン介入では「読み書き」のみを取り扱い，その他
の課題をホームワークとすることで対応した．

2 つ目は，「OTR による観察および PQRS の精度が
落ちる」点である．やはり，直接作業遂行を観察する
ことと，画面を通して作業遂行を観察することは，「解
像度・視野・即時性」等が大いに異なる．加えて，各
家庭のインターネット環境や使用ディバイスの影響も
受けるため，リアルタイム画像にバラツキが生じる．
そのため，遠隔作業療法において観察評価を実施し
PQRS を採点する場合は，個別オンライン介入にす
ることや，撮影動画の観察を通して評価を実施する必
要がある．

最後に，遠隔・集団介入の適用範囲の課題が残って
いる．適用には，子ども・保護者・物理的環境等，そ
の他にもさまざまな要因が影響することが考えられ，
今後それらを検証していくことで，効果的な遠隔作業
療法を提供できると考える．

謝辞：COVID-19 で大変な最中，本実践に多大な協力
を頂いた中切智子センター長をはじめとした飛騨市発達支
援センター職員の皆様，放課後等デイサービスきゃっちの
スタッフの皆様，そしてご参加頂いたすべての子ども・保
護者の皆様に深謝致します．

なお，本実践報告は中部大学特別研究費（B）の助成
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ある．緊急事態宣言が解除されるまでの約 1ヵ月半の
限定的な取り組みであったが，クライエントの反応か
らは遠隔作業療法の可能性を感じている．実際に「読
みやすくなった」という声があがっており，遂行の質
が向上したことが伺える．これは，コンセプトを共有
し，OTR や保護者から子どもの DSS の発見をガイド
できた結果であると考える．これも，CO-OP がコー
チングを基本とした言語交流アプローチであることか
ら，遠隔作業療法であっても実現できたと考えられる．

また，遠隔作業療法による CO-OP への波及効果（副
次的効果）がいくつか考えられた．1 つは，「視覚的
サポート」である．遠隔作業療法ではスライドを使用
しながら進めるため，CO-OP のコンセプト，GS の
進捗等，子どもの理解は非常にスムーズであった．自
閉症スペクトラム障害児に対する CO-OP の研究報
告 16）において，特に抽象的な概念を扱う場合は，視覚
的サポート（スライド等）を使用して戦略の発見を導
くことを推奨している．これは，今回対象とした読み
書きが苦手な子どもたちにも配慮できる点である．

もう 1 つは，「保護者の参加および関与」である．
スキルの習得および般化・転移を達成するためには，
保護者の関与が重要である．オンラインでは，子ども
一人で参加することはなく，すべての参加者が保護者
同伴であった．実践中は，OTR の説明を保護者が子
どもに代弁する様子や，ガイドされた発見の特徴を加
味した関わりの様子があった．加えてオンラインとい
う性質上，機器操作は保護者がする必要がある点にお
いても，セッションへの参加度が高まっていた．これ
らを含め，オンラインによる介入は保護者の関与度を
あげるための一助になる可能性が考えられた．

最後に，当然のことながらパンデミックの状況下に
おいては，遠隔作業療法は感染症の感染リスクが無く
アプローチができるという点が，最大のメリットであ
ることは言うまでもない．この状況下でも支援が途切
れなかったことは，保護者の感想にあった療育のある
安心感につながっていると考えられる．

一方で，「自宅で行っているためか，集中力が続か
ない様子が見られた」，「課題の内容が難しく，できな
い部分があった」と保護者からのネガティブな感想も
含まれていた．集中力に関しては，感想の通り自宅環
境によっては，周囲からの刺激が多い場合も考えられ
る．また，インターネット回線状況（映像が途切れて
しまう）等で注意がそれてしまうことも考えられ，今
後はそれらの影響を低減させる方法の検証が必要であ
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Cognitive Orientation to daily Occupational Performance (CO-OP)-based tele-occupational therapy
for children with reading and handwriting difficulties

Hiroyasu Shiozu＊1　Mitsuyoshi Okutsu＊2　Shigeki Kurasawa＊3

＊1 Chubu University
＊2 NPO Habilis

＊3 Kansai University of Welfare Sciences

Due to face-to-face occupational therapy intervention being interrupted resulting from COVID-19, we started 
the Cognitive Orientation to daily Occupational Performance (CO-OP) based on tele-occupational therapy for chil-
dren with difficulty reading and handwriting. This intervention lead to positive reactions from children and parents. 
This clinical report supports occupational therapy interventions in non-face-to-face situations.
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